
 

 

 

 

 

令和８年度 元町小学校 学校教育目標 

よく聴き、よく考えて学びながら 
積極的に行動できる子どもの育成 

～主体的に聴き、対話を通して学びを深める元町っ子～ 
 

感動してのめりこむ態度を育てるには 
 今年の５月も大変暑く感じる日が多いと感じました。朝の気温はわりと低い日が多かったように思い

ますが、年々暑くなるのが早く感じます。学校で育てているシロバナホウセンカの発芽も葉桜になる時

期が種蒔きのポイントですが、寒暖差が大きいためか例年より数が少なかったです。発芽しているホウ

センカはこれからすくすくと育っていくと思いますが、人間にとって寒暖差が大きい日が続くと体調不

良だけでなく５月病のような疲労感や倦怠感も出てきます。１学期も中間期に入り、年度初めに頑張ろ

うと思っていた気持ちを維持するために疲れるだけでなく、寒暖差に適応しようとして自律神経にも負

担がかかるため、体調を崩しやすくなると言われています。６月に入るといよいよ梅雨入りの知らせは

届くと思いますので、体調管理にはどうかご留意ください。 

 ６月は水泳学習が始まります。高学年の子どもたちを中心に、プール清掃を６月９日（火）に実施します。

元町っ子が水泳学習を安全に楽しめるように、学習内容だけでなく熱中症対策などもしっかりと進めて

いきますので、気になることや相談したいことがありましたら遠慮なく学校までご連絡ください。  

さて、京都市出身の世界的に有名な指揮者で佐渡裕さんという方がいます。ある対談でこのように

述べておられます。「音楽は聴力で聞くものではありません。音に感動してのめりこむ態度を育てたい。

まず感じること、感じる環境を作ることが必要である。本来感動というものは身近なところにあるもの

ですから。」佐渡さんは、常に夢中で音楽と向き合い、理想の音を作ろうと奮闘してきました。次のよう

な内容の言葉も述べています。「オーケストラが演奏し始めていると目の前で空気が振動し、それを体

全体で受け止める。僕はこれを『音の神殿に入っていく喜び』と呼んでいます。ほしい音のためなら僕は

素っ裸になってもよい。そのオーケストラや合唱団が有名とか無名とか私には関係ありません。私と向

かい合ったとき、音楽と向かい合ったときにどれだけ純粋な心をもてるか。どれだけ音楽とひたむきに

対峙できるか。そこにきらきらと無垢に輝く瞳があるから、私の音楽を愛する心は幸せな気持ちでいっ

ぱいになります。」このように、佐渡さんは音楽に純粋に向き合ってきたのです。そのことがもっとわか

る成功物語があります。 

 佐渡さんは、小学校の卒業文集に「ベルリン・フィルハーモニー・オーケストラ管弦楽団の正指揮者にな

る」という夢を書いていましたが、約４０年後に３日間の定期演奏会に招かれてその夢を本当に実現し

たのです。ベルリン・フィルは、世界で最高の楽団と言われています。佐渡さん自身も「実際に指揮者に

なってからの方が、ベルリン・フィルは非常に遠いものだと感じていました。けれども、子どものときに

そういう夢を描いていたからという思いがどこかにあったからこそ、どんなときもぶれずにベルリン・フ

ィルの指揮台に立ちたいと言い続け、そこにたどり着いたのだと今になって思います。」と話しています。

演奏後、当地の著名な新聞社は「彼が夢見たオーケストラでのデビュー演奏会は、大勝利になった。」と

報じています。 

このように、佐渡さんが小学生での夢を実現できたのは、冒頭の言葉のように音楽への感動を大切

にし、それに純粋に向き合って没頭したからだと思います。一生懸命に打ち込むことの大切さを教えら

れたように感じます。日常生活で何かに感動することや興味をもつことはあっても、とことんのめりこ

むことはなかなかできません。人生において何年もかけて一途に一つのことを追い求めることは、なか

なか難しいことではありますが、何か没頭できることはこれからも持ち続けたいと思っています。 
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４月２８日（火）、１・２年生・ろ組で、植物園へ行きました。2 年生が 1 年生をリードしながら、植物園内を回りました。最後に温室を

見学し、楽しい時間を過ごしました。1 年生と 2 年生がさらに仲良くなることができました。これから一緒に活動するのを楽しみにして

いる様子でした。 

 

 

 

 

 

 

 

５月８日（金）に、大型の台風の接近による暴風警報発令を想定した引渡訓練を行いました。訓練前に、各学級で迎えに来てもら

わなければいけないことがあることを知り、注意すべき「お・は・し・も・て」の確認を行いました。 

体育館では、迎えに来られた保護者の方を担任が確認をして、引き渡しを行いました。その後、残りの子どもたちと教職員で、町別

で集団下校を行いました。実際に引き渡しには、青色の「引き取りカード」を使用します。カードがない方は、担任までご連絡ください。

新しい用紙をお渡しします。色々とご協力、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５月１４日（木）・１５日（金）に６年生が修学旅行で、神戸方面へ出かけました。１日目は、「人と防災未来センター」に行きました。震

災についての映画を見た後、様々な体験活動を行いました。なぎさ公園で昼食をとった後、姫路城を見学しました。神戸のフルーツ・

フラワーホテルに到着した後、入浴を済ませ、夕食ではバイキングを楽しみました。２日目は、ホテルを退館した後、神戸海洋博物館・

カワサキワールド、神戸ポートタワーを見学し、昼食は南京町で中華料理を食べました。その後、買い物を楽しみ、バスで帰校しました。

２日間で、子どもたちのお世話になった方々に、自分からすすんで挨拶をする姿、仲間と協力をしながら楽しく活動する姿、ふりかえり

や学習の記録を丁寧に書く姿など、最高学年としてふさわしい姿をたくさん見ることができました。今後も、元町小学校のリーダーと

して活躍する姿を期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１９日（火）に、３・４・５年で交通安全教室を行いました。３・４年生は、運動場で、自転車の安全な乗り方の講習を受けた後で、実

際に自転車に乗り、信号のある交差点の安全な渡り方や一時停止の仕方などを確かめました。４年生は、その後テストを実施し、安

全な乗り方について再度確認をしました。５年生は、教室で、「命を守る運転ができるようになろう」というめあてのもと、動画を視聴し、

交流する学習を行いました。これから、より安全に気を付けた自転車の乗り方を意識してほしいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月２２日（金）に 1年生を迎える会を行いました。1年生が、自己紹介で自分の名前と好きなものを大きな声で元気よく発表しま

した。その後は、各学年からメッセージ、歌、ゲーム、ダンスなどの出し物がありました。全校の子どもたちが一緒に楽しい時間を過ごす

ことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

５月２１日（木）に、四条方面、京都駅方面に社会見学に行きました。四条通の街並みを観察した後、錦市場を見学しました。その

後、京都駅方面に移動し、京都タワーに上りました。３６０度見渡せる展望室から、京都市内を一望しました。三方に山があることを確

認したり、有名な場所を見つけたりして楽しみました。京都駅の広場で、お弁当を食べて、みんなで楽しい時間を過ごしました。雨の中

でしたが、有意義な学習につながったと思います。 

 

 

 

 

５月２０日（木）に、松ケ崎浄水場へ見学に行きました。浄水場内の様々な施設を通って、安心して飲める水道水にするために、ど

のようなことをしているのか、実際に浄水場内を見学し、その過程を学習しました。子どもたちは、関心をもちながら、職員の方のお話

を聞いていました。質問タイムでも、たくさんの質問が出て、意欲的に学習をする姿が見られました。 


